
キバレ・フォレスト国立公園のチンパンジー

真
珠
の
恵
み
を

明
日
への
布
石
に
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ブウィンディ原生国立公園のポーターの仕事。トレッキ
ングではツーリストの荷物を担ぎ、坂道では手を引き、川
を渡る際は川に入り、ツーリストに肩を貸したりする。こ
の日は前日の雨で橋が使えず、即席の橋を渡った

クイーン・エリザベス国立公園。
観光客を受け入れている村落で

首都カンパラのナカセロ市場。庶民の台所

ごちそうになったピラウ。
ネリカ米の栽培にも取り組みたいと意欲的だ

ミレット（雑穀）の地元料理を披露してくれた。
文化交流には最適

ただいま赤道を越えるところ。ウガンダは赤道直下の国

カヌング県のスタディツアーに期待をかけて新築している家。
ソーラー発電も設置予定
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角が巨大なアンコーレ牛。性格は穏やかで、この牧場では乳搾りなどが体験できる。
ウガンダ西部のみに生息する純粋な種で、

地元では観光客の誘致の目玉にしたいと期待している　
ア
フ
リ
カ
東
部
に
位
置
す
る
ウ
ガ
ン
ダ
を
、
イ

ギ
リ
ス
の
名
宰
相
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル

は
「
ア
フ
リ
カ
の
真
珠
」
と
称
え
た
。
世
界
第
3

位
の
面
積
の
ビ
ク
ト
リ
ア
湖
や
見
渡
す
か
ぎ
り
の

サ
バ
ン
ナ
、
標
高
5
1
0
9
メ
ー
ト
ル
の
山
頂
が

万
年
雪
に
覆
わ
れ
、
古
代
よ
り
「
月
の
山
」
と
呼

ば
れ
る
ル
ウ
ェ
ン
ゾ
リ
山
地
（
世
界
遺
産
）、
キ

バ
レ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
国
立
公
園
や
ブ
ウ
ィ
ン
デ
ィ

原
生
国
立
公
園
（
世
界
遺
産
）
の
熱
帯
雨
林
な
ど

の
豊
か
な
自
然
を
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
驚
愕
と
敬
意

を
込
め
て
「
真
珠
」
と
形
容
し
た
の
だ
ろ
う
。
大

自
然
の
宝
庫
の
ウ
ガ
ン
ダ
は
ア
フ
リ
カ
屈
指
の
観

光
地
で
、
私
は
、
本
年
2
月
末
に
「
真
珠
」
を
満

喫
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

＊
　
＊
　
＊

　
ウ
ガ
ン
ダ
は
、
1
9
8
0
年
代
中
頃
に
政
治
混

乱
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
。
現
在
は
平
穏
な
国
に

生
ま
れ
変
わ
り
、
経
済
は
堅
調
に
発
展
し
、
生
活

水
準
は
上
が
り
、
街
は
と
て
も
活
気
が
あ
る
。
空

の
玄
関
口
、
エ
ン
テ
ベ
国
際
空
港
は
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
最
中
だ
っ
た
。
各
国
か
ら
の
投
資
や
企
業
進

出
も
盛
ん
に
な
り
、
か
つ
て
の
空
港
の
規
模
で
は

手
狭
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
ウ
ガ
ン
ダ
観
光
の
定
番
地
、
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ

ザ
ベ
ス
国
立
公
園
の
雄
大
さ
に
は
息
を
呑
ん
だ
。

ボ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
で
い
と
も
簡
単
に
遭
遇
す
る
ゾ

ウ
や
カ
バ
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
野
生
動
物
は

圧
巻
で
あ
る
。
キ
バ
レ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
国
立
公
園

で
は
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に
、
ブ
ウ
ィ
ン
デ
ィ
原
生
国

　
多
民
族
国
家
の
ウ
ガ
ン
ダ
で
は
、
全
国
一
律
に

通
用
す
る
言
語
が
な
く
、
民
族
語
は
地
元
か
同
胞

の
間
で
し
か
通
じ
な
い
。
公
用
語
は
英
語
だ
が
、

学
校
に
行
か
な
け
れ
ば
習
得
は
難
し
い
。
英
語
の

習
得
は
、
将
来
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
欠
か
せ
な

い
鍵
で
あ
り
、
観
光
の
促
進
は
、
若
者
の
明
日
へ

の
希
望
や
、
地
元
の
生
活
水
準
の
向
上
に
つ
な
が

る
。
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
国
立
公
園
内
の
村

落
を
訪
れ
る
ツ
ア
ー
も
今
後
注
目
さ
れ
る
。

　
現
地
で
お
世
話
に
な
っ
た
ウ
ガ
ン
ダ
人
の
お
宅

に
お
じ
ゃ
ま
し
た
。
ウ
ガ
ン
ダ
西
部
の
カ
ヌ
ン
グ

県
に
あ
り
、
街
か
ら
少
し
遠
い
村
で
、
新
居
を
建

築
中
だ
っ
た
。
部
屋
が
多
い
の
は
、
ツ
ー
リ
ス
ト

を
受
け
入
れ
た
い
か
ら
だ
と
の
こ
と
。
ウ
ガ
ン
ダ

の
一
般
家
庭
に
泊
ま
り
、
地
元
料
理
や
伝
統
・
文

化
を
学
ぶ
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に

彼
は
期
待
し
て
い
る
。
国
際
交
流
や
文
化
交
流
に

は
最
適
で
、
産
業
の
乏
し
い
地
方
部
で
は
新
し
い

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
興
味
深
い
試
み
だ
。

　
豊
か
な
自
然
と
い
う
「
ア
フ
リ
カ
の
真
珠
」
の

恵
み
が
明
日
へ
の
布
石
に
結
び
つ
く
。
険
し
い
山

地
で
さ
え
段
々
畑
と
し
て
活
用
す
る
勤
勉
さ
と
、

笑
み
を
絶
や
さ
ぬ
穏
や
か
な
人
柄
の
ウ
ガ
ン
ダ
人

の
努
力
を
応
援
し
た
く
な
っ
た
。

立
公
園
で
は
ゴ
リ
ラ
に
出
合
っ
た
。
熟
練
の
パ
ー

ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
や
公
園
ス
タ
ッ
フ
の
円
滑
な
仕
事

ぶ
り
に
、
彼
ら
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
だ
と
感
服
し
た
。
日
本
出
発
前
に
、
ウ

ガ
ン
ダ
政
府
も
観
光
産
業
に
力
を
入
れ
て
い
る
と

聞
い
て
い
た
。
6
日
間
の
滞
在
中
、
一
度
も
停
電

に
見
舞
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
強
調
し
た
い
。
弱

点
だ
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
順
調
で
、
ま
す
ま
す

観
光
産
業
の
充
実
と
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。

　
ツ
ー
リ
ス
ト
誘
致
は
地
元
の
雇
用
を
生
み
出
す
。

ブ
ウ
ィ
ン
デ
ィ
原
生
国
立
公
園
で
は
、
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
に
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
地
元
の
人
を
雇
っ
た
。

山
道
に
付
き
添
い
、
荷
物
を
担
い
で
く
れ
る
の
は

大
助
か
り
だ
。
私
の
若
い
ポ
ー
タ
ー
は
、
そ
の
お

金
を
学
費
の
足
し
に
し
て
、
学
業
を
継
続
し
た
い

と
望
ん
で
い
た
。「
英
語
を
も
っ
と
覚
え
な
い
と
」

と
彼
は
は
に
か
ん
だ
。
ま
だ
高
校
生
ぐ
ら
い
の
年

齢
だ
ろ
う
。
学
費
が
払
え
ず
休
学
し
て
い
て
、
復

学
し
た
い
の
か
。

木
下
貴
史（
き
の
し
た
た
か
し
）

神
奈
川
県
川
崎
市
生
ま
れ
。東
海
大
学
文
学
部
卒
業
後
、会
社
員
を
経

て
、フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
道
に
進
む
。ア
フ
リ
カ
取
材
に
力
を
入
れ
、

1
か
月
歩
き
回
っ
た
カ
メ
ル
ー
ン
を
は
じ
め
、訪
れ
た
国
は
13
か
国
。

近
年
は
ネ
ル
ソ
ン・マ
ン
デ
ラ
の
足
跡
の
地
を
丹
念
に
追
っ
て
い
る
。目

に
つ
き
や
す
い
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
ア
フ
リ
カ
の
み
で
は
な
く
、さ
さ
や
か
な

一
歩
で
も
懸
命
な
ア
フ
リ
カ
を
取
材
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
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ク
検
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ウガンダ共和国

クイーン・エリザベス国立公園のボートクルーズ・サファリにて ブウィンディ原生国立公園のゴリラ

キバレ・フォレスト国立公園。チンパンジー・トレックのパーク
レンジャーは熱帯雨林の知識も豊富だ
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